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固体の諸性質が基礎理論からいかに説明されているかを知る。

( ) 量子力学と統計力学の基礎を理解し，簡単な系に適用できるようになる。学習目標 1
( ) 固体の凝縮機構を基礎理論から理解する。2
( ) 固体の熱的な性質を基礎理論から理解する。3

講述を中心に進めていく。講述されたことをノートにまとめることは理解を得るための基本的

なスキルである。ノート提出を課す。また，適時，演習問題をレポートとして課す。進め方

履修要件

学習項目（時間数） 学習到達目標

量子力学 導入( ) 量子力学の基礎を学び，簡単な系での結果を確1. : 2
2. : 2 D1:1-4量子力学 理論の概要( ) 認る．

量子力学 井戸型ポテンシャル( )3. : 2
量子力学 水素原子( )4. : 2

5. : 2 1:1-3, 3:1固体の凝縮機構 結合力( ) 固体の凝縮機構を理解する Ｄ Ｄ．

固体の凝縮機構 イオン結晶 共有結合結晶6. : ,
( )2
固体の凝縮機構：金属結晶，分子性結晶( )7. 2

(2)8. 前期中間試験
試験問題の 解説( ) 統計力学の基礎を学び，簡単な系での結果を確9. 返却と 2

2 1:1-310.統計力学：ミクロカノニカル集団( ) 認する． Ｄ

統計力学：カノニカル集団( )11. 2
統計力学：２準位系( ) 量子力学，統計力学をもとに固体の熱的な性質12. 2

1:1-3, 3:113.格子振動と結晶の熱的性質：アインシュタ を理解する Ｄ Ｄ．

インの比熱の式( )2
格子振動と結晶の熱的性質：デバイの比熱学習内容 14.
の式( )2
格子振動と結晶の熱的性質：熱伝導( )15. 2

(2)16. 前期末試験
試験問題の返却と解説( )17. 2

定期試験を７０％，レポートとノートを３０％の比率で総合評価する。評価方法

電磁気学，熱力学，固体物理Ⅱ 応用物理関連科目 ,
教科書： 黒沢達美著「物性論」裳華房教材
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